
 

 

＊ 本資料はあくまでも議会運営委員会での説明用補足資料です。議会における議決は議案書の 

記載事項で行われるもので、本資料の内容で議決を得るものでありません。 

 

令和５年 第２回海老名市議会定例会 
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新しい日常のスタート、さらなる飛躍へ 
～新型コロナウイルス感染症が５類へ～ 

中央公園でのフリーライブ 

運動公園での 

アメリカンフットボール 

Ｇａｍｅ 
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【会期日程】 

令和５年第２回海老名市議会定例会 会期日程(案) 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会期１６日間

月　日 曜日 種別 内　容 開議時刻

６月　１日 木 本会議 　開会、諸報告、議案審議、委員会付託 午前９時３０分

６月　７日 水 委員会
　総務常任委員会
　予算決算常任委員会総務分科会

午前９時００分

６月　８日 木 委員会
　文教社会常任委員会
　予算決算常任委員会文教社会分科会

同

６月　９日 金 委員会
　経済建設常任委員会
　予算決算常任委員会経済建設分科会

同

６月１２日 月 本会議 　市政に関する一般質問 同

６月１３日 火 本会議 　市政に関する一般質問 同

本会議 　市政に関する一般質問 同

委員会 　予算決算常任委員会 本会議終了後

委員会 　公共施設再編・適正化に関する特別委員会
予算決算常任
委員会終了後

６月１６日 金 本会議 　委員会報告、議案審議、閉会 午前９時３０分

６月１４日 水

今年もクールビズを実施しています！ 

市では、「夏季における節電対策」及び「公務能率の確保」として、 

「クールビズ」を実施しています。 

  

《実施期間》 令和５年５月１日(月)～令和５年１０月３１日(火) 

  

《概  要》 

 ・ 実施期間中は、上着やネクタイを着用しない服装とします。 

  ・ 実施に際しては、節度を保った服装で執務し、来庁者に不快感 

   を与えない服装とします。 
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【案件一覧】 

 

 

 

 

 

 ■　日程　　１５ 件　

　報告　　 　　５ 件 　 頁

1 報告第３号
専決処分の承認を求めることについて（海老名市一般職の職員の特殊勤務
手当に関する条例の一部を改正する条例）

3

2 報告第４号
継続費繰越計算書について
（（仮称）上郷河原口線整備事業費（アプローチ部））

4

3 報告第５号
繰越明許費繰越計算書について
（えびな市民活動センタービナスポ多目的プールろ過ポンプ補修工事ほか
３０件）

4

4 報告第６号
公共下水道事業会計予算繰越計算書について
（汚水管渠整備事業費）

5

5 報告第７号
事故繰越し繰越計算書について
（中学校給食調理施設（食の創造館増築棟）整備工事（繰越明許分））

5

　条例　　   　４ 件 　 頁

6 議案第28号 海老名市空家等対策協議会条例の制定について 6

7 議案第29号 海老名市市税条例の一部改正について 7

8 議案第30号 海老名市印鑑条例の一部改正について 8

9 議案第31号 海老名市火災予防条例の一部改正について 8

  指定管理者   １ 件 頁

10 議案第32号 指定管理者の指定の期間の変更について（海老名市有料自転車等駐車場） 10

  契約　　　   ３ 件 頁

11 議案第33号 物品の取得について（消防ポンプ自動車（消防団車両ＣＤ－Ⅰ型）） 11

12 議案第34号 物品の取得について（水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型） 12

13 議案第35号 物品の取得について（高規格救急自動車） 13

頁

14 議案第36号 市道の路線認定について（市道２７６９号線） 14

  補正予算　   １ 件 頁

15 議案第37号 令和５年度海老名市一般会計補正予算（第３号） 15

  市道　　　   １ 件
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【報告 ５件】 

 

 

 

 

【概  要】 

令和５年５月８日に新型コロナウイルス感染症の感染症法※の位置付けが、

２類から５類に移行することに伴い、同日付で人事院規則における同感染症に

係る防疫手当の特例が削除された。これに基づき本市において同様の特例を規

定する「海老名市一般職の職員の特殊勤務手当に関する条例」の一部改正を行

うものであるが、議会を招集する時間的余裕がないため、令和５年５月８日に

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専決処分したので、同条第３項の

規定により議会に報告し、承認を求めるもの 

   ※感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律 

 

【改正する条例】 

 海老名市一般職の職員の特殊勤務手当に関する条例 

 

【改正内容】 

１ 条例附則第３項及び第４項の新型コロナウイルス感染症に係る防疫手当の特例 

 を削る。 

２ 施行日前の支給対象者について、支給ができるよう経過措置を設ける。 

 

【施行期日】公布の日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 報告第３号 専決処分の承認を求めることについて（海老名市

一般職の職員の特殊勤務手当に関する条例の一部

を改正する条例） 

（参考 削除前の該当条文）  

（新型コロナウイルス感染症に係る防疫手当の特例） 

３ 第４条の規定にかかわらず、職員が、新型コロナウイルス感染症（病原体がベータコロナ

ウイルス属のコロナウイルス（令和２年１月に、中華人民共和国から世界保健機関に対し

て、人に伝染する能力を有することが新たに報告されたものに限る。）である感染症をいう。

以下同じ。）から市民等の生命及び健康を保護するために緊急に行われた措置に係る業務

であって、病院、宿泊施設等への搬送時において新型コロナウイルス感染症の患者若しく

はその疑いのある者に接する業務若しくは新型コロナウイルス感染症の病原体が付着して

いる物件若しくは付着している疑いのある物件に接触する業務又はこれらに準ずる業務と

して市長が認めるものに従事したときは、防疫手当を支給する。 

４ 前項に規定する手当の額は、第12条の規定にかかわらず、日額3,000円（新型コロナウイ

ルス感染症の患者若しくはその疑いのある者の身体に接触し、又はこれらの者に長時間

にわたり接する業務その他市長がこれらに準ずると認める業務に従事した場合にあって

は、4,000円）とする。 
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【趣  旨】 

  ８款 土木費 ２項 道路橋りょう費の「（仮称）上郷河原口線整備事業費

（アプローチ部）」について、令和４年度海老名市一般会計継続費繰越計算書

を調製したので、地方自治法施行令第１４５条第１項の規定により報告するも

の 

【内  容】                     残額の財源内訳 

１ 継続費の総額 

２，１２６，０００，０００円 

 繰越金 

７，１３８，７００円 

２ 令和４年度継続費予算現額 

１，７４０，０３７，３００円 

国県支出金 

２９８，４３１，０００円 

３ ２のうち支出済額及び支出見込額 

７３６，４６７，６００円 

地方債 

６９８，０００，０００円 

４ 残額 

１，００３，５６９，７００円 

その他 

０円 

 

 

 

 

 

【趣  旨】 

  ２款 総務費 １項 総務管理費の「えびな市民活動センタービナスポ多目的

プールろ過ポンプ補修工事」ほか３０件について、令和４年度海老名市一般会

計繰越明許費繰越計算書を調製したので、地方自治法施行令第１４６条第２項

の規定により報告するもの 

【内  容】                  翌年度繰越額の財源内訳 

合計金額 
３，４５３，５０７，０００円 

翌年度繰越額 
３，１１５，０６４，１６２円 

 

 

 

 

 

２ 報告第４号 継続費繰越計算書について 

     （（仮称）上郷河原口線整備事業費（アプローチ部）） 

３ 報告第５号 繰越明許費繰越計算書について 

        （えびな市民活動センタービナスポ多目的プール

ろ過ポンプ補修工事ほか３０件） 

既収入特定財源 
２１，８５５，４８１円 

国県支出金 
１，０３５，５１６，２１９円 

地方債 
６７１，０００，０００円 

その他 
１，００８，２５０，０００円 

一般財源 
３７８，４４２，４６２円 
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【趣  旨】 

  １款 資本的支出 １項 建設改良費の「汚水管渠整備事業費」を繰り越した

ので、繰越額の使用に関する計画について、令和４年度海老名市公共下水道事

業会計予算繰越計算書をもって、地方公営企業法第２６条第３項の規定により

報告するもの 

 

【内  容】                   翌年度繰越額の財源内訳 

翌年度繰越額 １６，９５３，０００円 

 企業債 

１３，４００，０００円 

国庫補助金 

３，５００，０００円 

損益勘定留保資金 

５３，０００円 

 

 

 

 

 

【趣  旨】 

  10 款 教育費 １項 教育総務費の「中学校給食調理施設（食の創造館増築棟）

整備工事（繰越明許分）」について、令和４年度海老名市一般会計事故繰越し

繰越計算書を調製したので、地方自治法施行令第１５０条第３項において準用

する同令第１４６条第２項の規定により報告するもの 

 

【内  容】                   翌年度繰越額の財源内訳 

翌年度繰越額 ３０６,０７４,０００円 

 既収入特定財源 

１５６,１００,０００円 

国県支出金 

６７,６６１,０００円 

一般財源 

８２,３１３,０００円 

 （繰越理由） 

   世界的な半導体不足や物流の停滞等により、建設資材の納期が当初計画よ

り遅れ、年度内完了が見込めないため 

４ 報告第６号 公共下水道事業会計予算繰越計算書について 

        （汚水管渠整備事業費） 

５ 報告第７号 事故繰越し繰越計算書について 

        （中学校給食調理施設（食の創造館増築棟）整備

工事（繰越明許分）） 
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【条例 ４件】 

 

 

 

 

【制定理由】 

  「海老名市空き家及び空き地の適正管理に関する条例」による「海老名市空

き家等対策審議会」について、更なる対策や実行体制整備の一環として、「空

家等対策の推進に関する特別措置法」に基づく法定の協議会である「海老名市

空家等対策協議会」へ移行するために協議会の設置について定めたいため 

 

【制定内容】  

条 項 目 内   容 

第１条 設置 設置根拠を示す。 

第２条 所掌事項 所掌事項について定める。 

第３条 組織 市長のほか、委員９人以内・会長、副会長は委員の互選 

第４条 任期 ２年、再任は妨げない。 

第５条 会議 会長が招集する。 

第６条 意見の聴取等 委員以外の意見等の聴取について定める。 

第７条 秘密の保持 秘密保持の義務を定める。 

第８条 委任 条例に定めのないことに関する委任規定 

 

【附  則】 

・施行期日：令和５年７月１日 

・関係条例の改正 

①海老名市非常勤特別職等の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 

（別表第２）空き家等対策審議会委員の項を改める。 

空家等対策協議会委員 日 額 8,700。ただし、特に高度の知識を有

する職にある者については、6,000 を

加算する 

 

②海老名市空き家及び空き地の適正管理に関する条例の一部改正 

「海老名市空き家等対策審議会」を「海老名市空家等対策協議会」に改め、

関係箇所の文言を整理する。 

 

 

６ 議案第２８号 海老名市空家等対策協議会条例の制定について 
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【改正理由】 

  地方税法等の改正に伴う所要の改正を行うため 

 

【改正内容】 

１ 固定資産課税台帳の記載事項の証明書に係る支援措置に対応する改正 

（第１５条関係） 

・固定資産課税台帳に記載されている事項について、市が証明書の交付等を

する際に、ＤＶ被害者等の登記簿上の住所が含まれている場合、当該住所

に代わる事項を記載しなければならないこととすることによる対応 

 

２ 特定小型原動機付自転車の車両区分創設に伴う改正（第４１条関係） 

  ・現行の原動機付自転車から区分して、新たに定義された特定小型原動機付 

   自転車（一定の要件を満たす電動キックボード等）に係る対応を追加 

  ・ミニカーの区分から、三輪以上の特定小型原動機付自転車の定義（ ※ ） 

   に該当するものを除く。 

   なお、税率は一般の原動機付自転車と同じ２,０００円 

※原動機付自転車のうち、原動機の定格出力が０.６ｋｗ以下であって長さ 

１.９ｍ 幅０.６ｍ 以下かつ最高速度２０㎞/ｈ以下のもの 

 

３ 燃費・排ガス不正行為への対応（附則第１６条関係） 

  ・不正により生じた納付不足額に係る納税義務を、当該不正行為を行ったメ

ーカーに負わせる特例規定について、再発抑止策を強化するため、納付不

足額を徴収する際に加算する割合を３５％（現行１０％）に引き上げる。 

 

【附  則】 

・施行期日：上記１ ⇒ 令和６年４月１日 

       上記２ ⇒ 令和５年７月１日 

       上記３ ⇒ 令和６年１月１日 

・経過措置：上記１ ⇒ 令和６年４月１日以後にされる地方税第20条の10の規 

           定による証明書の交付について適用する。 

       上記２ ⇒ 令和６年度以後の年度分の軽自動車税の種別割につい 

       及び３  て適用し、令和５年度分までの軽自動車税の種別割に 

            ついては、なお従前の例による。 

 

 

７ 議案第２９号 海老名市市税条例の一部改正について 
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【改正理由】 

  電子署名等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律の

改正に伴う所要の改正を行うため 

 

【改正内容】 

  コンビニ交付等で利用する利用者証明用電子証明書について、マイナンバー

カード（個人番号カード）のほか、マイナンバーカード所有者のスマートフォ

ン（移動端末設備）に搭載することが可能になる。これを受けて、コンビニ交

付における利用者証明用電子証明書に関する文言を整備するもの 

 

現行 施行後 

利用者証明用電子証明書が搭載され

たマイナンバーカードのみで印鑑登

録証明書を発行可 

従来どおりのマイナンバーカードに加

え、スマートフォンに搭載された利用

者証明用電子証明書でも証明書発行可 

 

【附  則】 

 ・施行期日：公布の日 

 

 

 

 

 

【改正理由】 

 消防法施行規則等の改正に伴う所要の改正を行うため 

 

１ 急速充電設備は、省令に従い市町村条例で所要の規制が設けられており、現 

 行では全出力20kw超200kw以下のものと定められているが、近年の高出力化へ 

 のニーズの高まりや大型電動車、電動トラックの普及拡大に向け、充電器本体 

 や充電ポスト等の安全性が認められたことから、その対応等について所要の改 

 正を行うもの 

２ 喫煙所に関する標識等について、多数の者が利用する施設等において、喫煙 

 場所には「喫煙所」と表示した標識を設置することが規定されているが、健康 

 増進法が一部改正され同様の規定が設けられたため、重複する表示を無くすこ 

 と及び標識と併せて設ける図記号を「国際標準化機構」が定めた規格、または

「日本産業規格」に適合するものとするよう所要の改正を行うもの 

 

８ 議案第３０号 海老名市印鑑条例の一部改正について 

９ 議案第３１号 海老名市火災予防条例の一部改正について 
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【改正内容】 

１ 急速充電設備について 

 第11条の２第１項において、規制対象となる電気自動車等及び急速充電設備 

について、従前は規定されていなかったコネクターを用いて充電する設備及び 

分離型の設備を明確にするとともに、各号においてその位置、構造及び管理に 

ついて規定する。 

２ 喫煙所に関する標識等について 

  第23条において、標識と併せて設置する図記号について、従前の図記号を削 

 り、喫煙所の標識に関しては火災予防条例、健康増進法に定める標識のどちら 

 か一方の設置について規定し、併せて設ける図記号について国際標準化機構が 

 定めた規格または日本産業規格に適合させるものと規定する。 

 

【附  則】 

施行期日 １について：令和５年10月１日  ２について：公布の日 

  経過措置 １について：現に設置され、又は設置の工事がされている急速充 

             電設備に係る位置、構造及び管理に関する基準の適 

             用については、なお従前の例による。 

 

【参  考】 

１ 急速充電設備 

 

 

 

 

 

 

２ 喫煙所に関する標識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一体型急速充電設備（例） 分離型急速充電設備（例） 

（改正前） （改正後） 
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【指定管理 １件】 

 

 

 

  

【変更理由】 

現指定管理期間中、コロナ禍による社会経済情勢の変化や、指定管理施設の

変更等の影響を受けており、次期指定期間に向けた仕様の検証等に時間を要す

るため 

 

【変更内容】 

 指定管理期間 

  （現 行）平成３１年４月１日～令和６年３月３１日（５年間） 

   

  （変更後）平成３１年４月１日～令和７年３月３１日（６年間） 

 

【参  考】 

  ・指定管理対象施設：海老名市有料自転車等駐車場（７施設） 

・指定管理者：太平ビルサービス株式会社 

  ・指定管理料：０円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

１０ 議案第３２号 指定管理者の指定の期間の変更について 

（海老名市有料自転車等駐車場） 
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【契約 ３件】 

 

 

 

 

【趣  旨】 

  消防ポンプ自動車の老朽化に伴い、車両を更新するもの 

  消防ポンプ自動車(消防団車両ＣＤ-Ⅰ型)の取得について、次のとおり契約を 

締結するため、海老名市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に 

関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるもの 

 

【概  要】 

１ 契 約 の 目 的 消防ポンプ自動車(消防団車両ＣＤ-Ⅰ型)購入 

２ 物品名及び数量 消防ポンプ自動車(消防団車両ＣＤ-Ⅰ型) １台 

３ 契 約 の 方 法 条件付一般競争入札による契約 

４ 契 約 金 額 ２６，３３４，０００円 

５ 契 約 の 相 手 方 東京都墨田区菊川一丁目１３番１４号 

         株式会社野口ポンプ製作所  

         代表取締役 野口 和秀 

 

【仕  様】 

エンジン形式 

総排気量 

出  力 

 ディーゼルエンジン 

 ２，９９８ｃｃ 

 １１０ｋｗ（１５０ｐｓ） 

変速装置 オートマチックトランスミッション 

駆動方式 ２輪駆動 

車体寸法 

 全  長    ５，５００ｍｍ 

 全  幅    １，８８０ｍｍ 

 全  高    ２，５３０ｍｍ 

乗車定員  ６名 

 

現行車両 

 購入年度：平成１３年度 

 走行距離：約１０,０００ｋｍ 

 

 

 

 

１１ 議案第３３号 物品の取得について（消防ポンプ自動車（消

防団車両ＣＤ－Ⅰ型）） 

現行車両 
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【趣  旨】 

  水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型の老朽化に伴い、車両を更新するもの 

  水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型の取得について、次のとおり契約を締結する 

ため、海老名市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する 

条例第３条の規定により、議会の議決を求めるもの 

 

 

【概  要】 

１ 契 約 の 目 的 水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型購入 

２ 物品名及び数量 水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型 １台 

３ 契 約 の 方 法 条件付一般競争入札による契約 

４ 契 約 金 額  ７８，２９８，０００円 

５ 契 約 の 相 手 方 東京都千代田区外神田五丁目５番１１号 小西ビル１階 

          長野ポンプ株式会社 東京営業所 

          所長 藤井 利男 

【仕  様】 

エンジン形式 

総排気量 

出  力 

ディーゼルエンジン 

５，１００ｃｃ 

１７７ｋｗ（２４０ｐｓ） 

変速装置 オートマチックトランスミッション 

駆動方式  ４輪駆動 

車体寸法 

 全  長    ６，９９０ｍｍ 

 全  幅    ２，３３０ｍｍ 

 全  高    ３，２００ｍｍ 

乗車定員 ５名 

  

現行車両 

 購入年度：平成１７年度 

 走行距離：約２０,０００ｋｍ  

 

 
現行車両 

１２ 議案第３４号 物品の取得について（水槽付消防ポンプ自動

車Ⅱ型） 
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【趣  旨】 

  高規格救急自動車の老朽化に伴い、車両を更新するもの 

  高規格救急自動車の取得について、次のとおり契約を締結するため、海老名 

 市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規 

 定により、議会の議決を求めるもの 

 

【概  要】 

１ 契 約 の 目 的 高規格救急自動車購入 

２ 物品名及び数量 高規格救急自動車 １台 

３ 契 約 の 方 法 条件付一般競争入札による契約 

４ 契 約 金 額 ２０，１３０，０００円 

５ 契 約 の 相 手 方 神奈川県横浜市都筑区川向町８８０番地の１ 

          神奈川トヨタ自動車株式会社 特販部 

          部長 渡辺 圭一郎 

 

【仕  様】 

エンジン形式 

総排気量 

出  力 

ガソリンエンジン 

２，４００ｃｃ 

１０８ｋｗ（１４７ｐｓ） 

変速装置 電子制御式オートマチックトランスミッション 

駆動方式  ４輪駆動 

車体寸法 

 全  長    ５，６５０ｍｍ 

 全  幅    １，８９０ｍｍ 

 全  高    ２，４９０ｍｍ 

乗車定員 ７名 

  

現行車両 

 購入年度：平成２７年度 

 走行距離：約１１７,０００ｋｍ  

 

 
現行車両 

１３ 議案第３５号 物品の取得について（高規格救急自動車） 
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【市道 １件】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補正予算 １件】  

１４ 議案第３６号 市道の路線認定について 

（市道２７６９号線） 

  

 

図№ 路線名 起点／終点 幅員（m） 延長（m） 認定理由

大谷北三丁目3788番33地先 4.50

２７６９ ～ ～ 58.50

大谷北三丁目3788番27地先 8.78

１
 開発行為に伴う
 路線の認定のた
 め
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【補正の概要】 

  今回の補正は、歳入歳出それぞれ ３億２,０９４万３千円を増額し、 

 予算総額を歳入歳出それぞれ ５０９億７，７１３万６千円とするもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補正の内容】 

１ 歳入歳出予算の補正 

  補正前:50,656,193 千円・補正額:320,943 千円・補正後:50,977,136 千円 

 

 (１) 歳入 

   ・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費     60,000 千円 

                       （国庫支出金） 

   ・地域医療介護総合確保基金（介護分）事業費（県支出金） 41,151 千円 

   ・新規就農者確保緊急対策事業費（県支出金）        5,586 千円 

   ・財政調整基金繰入金                  54,851 千円 

   ・市債                         71,300 千円 

   ・その他                        88,055 千円 

   

 

                         合計      320,943 千円 

 

 

 

１５ 議案第３７号 令和５年度海老名市一般会計補正予算 

(第３号) 

■主な内容 

☆新型コロナウイルスワクチンの個別接種を促進するため、国の補助金を活

用し、週 100 回以上の接種を４週以上実施した医療機関等に対し、接種

回数に応じた支援を実施します。 

☆農業への人材の一層の呼び込みと定着を図るため、次世代を担う農業者と

なることを志向する者が行う機械・施設の導入等に対し、支援します。 
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(２) 歳出 
  

 ① 充実して暮らせるまち                 48,776 千円  
  

◇市庁舎の蓄熱槽整備及び全熱交換器等更新工事の実施   48,776 千円 
   

・蓄熱層内の水の交換及び清掃の実施 

前回交換から１０年以上が経過し、水質悪化による機器の劣化が懸念され 

るほか、更なる水質の悪化は下水への放出が困難となることから整備を実施 

することに伴う増額 

 〇委託料（業務委託）       10,146 千円 

・全熱交換器の改修・整備及びダクト更新の実施 

経年劣化による漏水等が発生していることから改修等を実施することに伴 

う増額 

〇工事請負費（補修工事(資産・単独)）  38,630 千円 
   

② 健やかに暮らせるまち                 107,738 千円  
  

◇高齢者等のコミュニティバス運賃の軽減           6,587 千円 
  

ぬくもり号とコミバスの統合後の新たな交通網において、高齢者等の負担 

  感を軽減するため「（仮称）ぬくもり乗車証」を発行することに伴う増額 

 〇報酬（会計年度任用職員）     1,214 千円 

 〇需用費（消耗品）          120 千円 

 〇需用費（印刷製本）        1,477 千円 

 〇役務費（郵便料）         3,776 千円 
  

◇地域密着型サービス開設運営事業者への体制整備等への補助 41,151 千円 
  

 「えびな高齢者プラン２１【第８期】事業計画」で定めた地域密着型サー 

ビスの整備目標に基づき、令和４年度に開設運営事業者の募集を行い、決定 

した事業者に対し、その施設整備費と開設準備経費の補助金を交付すること 

に伴う増額 

   ⇒ 補助額：補助対象事業費 41,151 千円 補助率 １０／１０（県費） 

〇負担金、補助及び交付金      41,151 千円 
  

◇新型コロナウイルスワクチンの個別接種の促進       60,000 千円 
  

  県から市町村に移管された事業を実施することに伴う増額 

・個別接種促進支援事業 補助率 １０／１０（国庫） 

   ⇒ 週 100 回以上の接種を４週間以上行う医療機関：2,000 円／回 

     想定接種数 30,000 回 × 2,000 円 ＝ 60,000 千円 

   〇報償費（謝礼金）         60,000 千円 
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③ にぎわいがあり自然に優しいまち             5,586 千円  

 

 ◇次世代を担う新規就農者への支援              5,586 千円 

 

 農業への人材の一層の呼び込みと定着を図るため、次世代を担う農業者とな 

ることを志向する者が行う機械・施設の導入等に対し、支援することに伴う増 

額 

 ・新規就農者確保緊急対策事業 補助率 １０／１０（県費） 

   〇負担金、補助及び交付金      5,586 千円 

 

④ 便利で快適に暮らせるまち                37,175 千円  

 

◇市道５９号線拡幅整備事業のための道路用地の買収      33,689 千円 

 

 交渉を継続していた当該買収個所の地権者からの内諾が得られたことにより、 

早期の用地買収を行うことに伴う増額 

  〇委託料（公共嘱託登記）           220 千円 

  〇公有財産購入費（道路用地 100 万円以上） 33,459 千円 

   〇補償、補填及び賠償金            10 千円 

 

◇コミュニティバスの運賃改定等に伴う負担金の増額       3,486 千円 

 

 昨今の社会情勢による運行経費の上昇等による運賃改定を行うとともに、 

「（仮称）ぬくもり乗車証」を導入することにより、運賃収入の見込みが減少 

することに伴う負担金の増額 

・Ｒ４利用者数 247,905 人（高齢者７割、一般３割） 

・運賃改定 一般（150 円→200 円）、高齢者等は「(仮称)ぬくもり乗車証」 

により 100 円 

   〇負担金、補助及び交付金           3,486 千円 

 

⑤ 豊かな学びを育むまち                 5,525 千円  

 

◇部活動指導員の充実                    5,525 千円 
 

 年度当初の教員配置及び職務分担が明確になったことにより、部活動の顧問 

不足が明らかとなったため、部活動指導員を任用することに伴う増額 

  〇報酬（会計年度任用職員）          5,500 千円 

  〇旅費（費用弁償）               25 千円 
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⑥ 安全で安心して暮らせるまち                2,600 千円  
  

◇消防団員の準中型免許取得への補助件数の拡大        2,600 千円 
   

 消防団員の準中型自動車免許取得に係る補助について、想定を上回る希望者 

があったことから、新規団員の更なる加入促進及び地域防災力の向上を図るこ 

とに伴う増額 

 ⇒ 補助額：200 千円 × 13 人 （現予算 200 千円×5 人分＝1,000 千円） 

  〇負担金、補助及び交付金           2,600 千円 
  

⑦ その他                        113,543 千円  
 

 ◇抗原検査キットの購入                   3,300 千円 
 

新型コロナウイルス感染症等の今後の再流行及び感染拡大に備え、市内教育 

福祉施設等における感染状況に応じて適切に配布できるよう、抗原検査キット 

を確保することに伴う増額 

   〇需用費（消耗品）             3,300 千円 
 

◇出産・子育て伴走型支援事業の実施            83,935 千円 
 

令和４年度補正予算で予算化した「出産・子育て伴走型支援事業」について、 

 国予算が本省繰越となったことから、令和５年度予算として改めて予算化する 

ことに伴う増額 

 〇報酬（会計年度任用職員）              1,089 千円 

 〇職員手当等（時間外勤務手当）             732 千円 

 〇需用費（消耗品）                   25 千円 

 〇役務費（郵便料）                   637 千円 

 〇委託料（事務委託）                21,232 千円 

 〇使用料及び賃借料（その他使用料及び賃借料）      220 千円 

 〇負担金、補助及び交付金（補助金・交付金(資産外)） 60,000 千円 
 

 ◇その他                         26,308 千円 
 

合計     320,943 千円 
 

２ 地方債の補正 

(１) 変更 

  ① 市庁舎大規模改修事業債  限度額  4,000 千円  →   42,200 千円 

   （理由）対象事業費の増額に伴う市債の増 

  ② 道路橋りょう整備事業債  限度額 590,100 千円  →  623,200 千円 

   （理由）対象事業費の増額に伴う市債の増 


